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カネソウ 打込型マンホール鉄蓋

施工要領書

041-7A

この度は、カネソウ製品をご使用いただき、誠にありがとうございます。
ご使用になる前に、必ずこの「施工要領書」をご一読いただきますようお願いいたします。
間違った施工・取扱を行いますと、漏水や製品の損傷などの事故につながる可能性が
ありますので、ご注意ください。

打込型マンホール鉄蓋 サポート V  
製品符号：MSV
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1 5型枠上にマンホール芯を墨出し、枠のボルト固
定穴が墨出した線上に来るように置き、ボルト
取付位置をけがきます。

ボイド管の下からコンクリートが入らないよう、
ボイド管の下部内側から釘を打って型枠に固定
します。

釘

ボイド管

3 7枠をボルトの上に置き、枠を支える枠の下側の
六角ナットを回してレベルを調整します。

コンクリートを打設します。

注：付属のボルトはコンクリート上面に飛び出さないよ
う、スラブ厚さより15mm～20mm程度短い設定です。

養生材
ボイド管
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2 6①でけがいた取付位置に、固定プレートを釘で
型枠パネルへ固定します。固定プレートに
ボルト、六角ナット、平座金の順で組み付けます。

コンクリートが枠受部に入らないように養生材を
挿入し、セット完了。

養生材
ボイド管

4 8枠の上側より平座金と六角ナットを締め付け、
枠をしっかりと固定します。
次にボイド管を枠に差し込みます。

コンクリート硬化後、ボイド管をハンマーで外側
よりたたき、ボイド管とコンクリートの縁を切って
外しやすい様にし、取り外します。

注：養生材は、蓋をかぶせる直前まで外さないでくだ
さい。

注：差し込んだボイド管と枠との間には僅かに 間が生
じる場合がございますが、施工上問題ありません。
間が大きい場合は、 間の偏りが少なくなるよう、

ボイド管の位置を微調整してください。

養生材


